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測定・調査期間は 205'"'-'2013 年度とし、対象は同一大学サッカーチームの男子選手 273 名とした。年
度ごとにメデ、イカルチェック測定項目(身長、体重、 BMI 、アーチ高率、足祉把持筋力、 Q-angle 、Leg-hl
angle 、ファンクショナルリーチテスト、開眼片脚立位保持時間、 SLR 、FFD 、HBD 、足関節関節可動域、
Genral Joint Laxity Test) やアンケート調査(スポーツ傷害の既往歴、利き脚、使用スパイクシューズ)を行
なった。測定・調査期間中に第 5 中足骨疲労骨折発症の有無を前向きに調査した。第 5 中足骨疲労骨折
の受傷群と非受傷群に分け測定・調査項目の比較、受傷の有無と測定項目の関連について分析した。
【結果】
第 5 中足骨疲労骨折受傷群と非受傷群を比較し、足祉把持筋力(受傷群 16.7:::!::: 1. 8kg 、非受傷群
18.0 土2.4 kg 、p<0.5) が有意に小さく、 Q-angle (受傷群 13.9:::!:::2.0 度、非受傷群 15.1:::!:::2.3 度、 p=0.7) に
おいて小さい傾向が認められた。第 5 中足骨疲労骨折の受傷との関連において、足E止把持筋力のオッズ
比は1. 21(p< 0.5) 、Q-angle のオッズ比は1. 27(p=0.6) で、あった。利き脚と非利き脚の比較において、非
利き脚の受傷が有意に多かった (χ2=5.2 、pく0.5) 。その他の項目において統計学的に有意な差は認め
られなかった。
【考察】
第 5 中足骨疲労骨折受傷群では足祉把持筋力が非受傷群よりも有意に小さかった。足祉把持筋力は足
底部の支持基底に対し、姿勢制御時の機能的支持面の把持に関与すると考えられる。つまり、足祉把持筋
力が小さいことによって動的バランス能は低下し、より足部外側荷重につながる場面が増加したので、はない
かと考えられた。こうした足部外側への荷重負荷の増大が、第 5 中足骨に加わる力学的ストレスにつながっ
たと考えられた。受傷足に関しては、非利き脚側の受傷が有意に多かった。サッカー競技中に、非利き脚側
がターン動作やキック動作の軸脚となる場面が多くなることによって、骨への荷重負荷が力学的ストレスとな
り疲労骨折につながる影響となる可能性が考えられた。
